
看護職員の勤務状況（R6.4.1現在）

看護職員と多職種との業務分担

看護補助者の増員

4 看護職員の不足に伴う看護補助者の増員

項目 目標

看護補助者の増員 看護補助者1名の増員

夜勤負担の軽減

3 看護職員の不足に伴う夜勤回数の増加

項目 目標

月の夜勤回数の上限 一般病棟は8回・療養病棟は9回を上限として設定。

夜勤従事者の増員 常勤職員3名の増員

妊娠・子育て中の看護職員に対する配慮

2
　　妊娠中・子育て中の看護師の勤務環境に

　　改善の余地がある。

項目 目標

他部署への配置転換
人事ヒアリング等を通じ、可能な限り各人の要望に配慮した

配置を実施。

妊娠中・子育て中の夜勤の減免

制度としてないが、可能な限り各人の要望に配慮し、病休対

応及び勤務シフトの設定に配慮。

育児短時間勤務制度 希望があれば適用する。

医事出納係

オーダーリングシス

テムの充実

R5年度より電子カルテシステムを導入し

た。

オーダー時セット登録やテンプレート作成、看護師の使い勝

手の良い帳票を作成する。

入院案内 入院案内 入院案内の説明。レンタルの説明、入院願書、食事につい

て、面会の説明の徹底を行う。

栄養科

箸・スプーンの提供 食事の時に箸・スプーンを毎食付ける。 食事の時に箸・スプーンを毎食付ける。

検査オーダーが出た物は検査室で準備する。（特殊な検査項

目・スピッツ等）

代行入力 手書き検査依頼時の記入 手書きの検査依頼書が必要な場合、検査科で代行記入を行

う。

リハビリテーション科 入院患者送迎について 入院患者の送迎を実施する。

放射線科 代行入力 オーダー変更時の代行入力 オーダー変更時は放射線科で代行入力を行う。

薬剤科

薬剤管理 持参薬セットについて全て薬剤師が行っ

ている。

持参薬報告することで看護師の配薬セット時間を短くする。

また報告することで持参薬がいつ切れるかわかるようにす

る。

退院時薬について 服薬指導の強化 服薬指導を強化する。

〇産休・育休を取得する看護師の代替職員の確保を図るとともに、応援体制を充実させて看護職員の負担軽減を図る。

〇多職種との役割負担の適正化を通じ、看護職員の業務負担の適正化を図る。

看護職員の負担軽減及び処遇の改善に資する具体的な取組内容

1

項目 内容 目標

送迎の強化

検査科

心電図検査のベッド

サイドでの実施

病棟依頼の心電図検査はベッドサイドで

実施。

病棟依頼の心電図検査はベッドサイドで実施。

検査スピッツ等の作

成

検査オーダーが出た物は検査室で準備す

る。（特殊な検査項目・スピッツ等）

負担軽減のための取り組み（特記事項）

和水町立病院　看護職員負担軽減計画（令和6年度）

〇病床数

〇看護師数

〇週平均勤務時間

91床（一般49床/療養42床）

常勤40名

常勤38.75時間/週

〇計画の進捗管理および評価については、看護職員の負担軽減検討委員会が所管

〇責任者：看護部長　構成員：各部門責任者（医師、看護部、検査科、放射線科、リハ科、栄養科、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薬剤科、連携室、事務部）

〇年度末に達成状況の評価及び計画の見直しを実施


